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「連合福島国際女性デーフォーラム」は、３月１日（土）１４時より福

島市・ラコパふくしまにて開催され、各構成組織・地区連合から約１４０

名が参加した。冒頭、東日本大震災から１４年を控え、犠牲になられた方

を追悼し全員で黙とうを捧げた。 

主催者を代表し、青年女性委員会・伊藤昭子代表幹事より「3.8 国際

女性デーは女性の政治的自由と平等の為に行動する記念日と位置付け

られ、世界各国で様々な行動が展開されている。一般的に、有期雇用や

不安定な働き方にある女性の割合

が高い。3 年にも及んだコロナ禍は

終息したものの、物価やエネルギー

の高騰は我々の暮らしを圧迫し、仕

事や生活、将来への不安がストレスの要因となっている。それだ

け、まだまだ女性は弱い立場におかれており、私たち自らの努力

はもとより労働組合として性差別や冷遇・偏見などの改善・是正

に向けた取り組みを継続していかなけ

ればならない」と参加者に呼びかけた。 

続いて、連合福島の澤田精一会長は

『今、我々連合は「みんなでつくろう！賃上げがあたりまえの社会」をスロ

ーガンに、人への投資による組合づくり春闘に取り組んでいる。連合福島も

現在、各構成組織へのオルグを展開しており、男女間の賃金格差、採用の問

題、職場環境改善等々多くの課題に取り組んで頂いていると確認している。

各構成組織・単組においても、今次春闘での男女間の賃金格差を含むジェン

ダーギャップの解消に向けて取組を進め

て頂きたい。 

連合福島も各構成組織、青年女性委員会と連携し、ジェンダー平

等、多様性が認められる社会づくりに向けて、先頭に立って取り組む

決意である』と連帯の挨拶を

した。 

基調講演は、「アンコンシ

ャスバイアスを知る、気づく、

対処する～ひとりひとりがイ

キイキと活躍するために」と

題して、杉本 美晴様（一般社団法人アンコンシャスバイアス

研究所理事）をお招きし、アンコンシャスバイアス解消からひ

も解くジェンダー平等推進について、専門家の観点から特徴的

な事例を交え講演をいただいた。 

有意義な基調講演後、連合福島青年女性委員会・小西 友美

子幹事によるアピール採択で、フォーラムは閉会した。 
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